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　　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

Vol.416

クイズの答え

KANOYA
広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

皆さんからの

お便りを募集

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

移
動
を
繰
り
返
し
ま
す
。
牧
場
で
は
平
均

14
か
月
ほ
ど
過
ご
し
、
そ
の
間
に
授
精
を

行
い
出
産
が
近
付
く
と
預
け
た
酪
農
家
の

元
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
鳴
之
尾
牧
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
畜
産
分
野
の
ス
マ
ー
ト
農
業

も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
の
足
元
に
取

り
付
け
た
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
牛
の
活
動

を
24
時
間
監
視
。
可
視
化
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
、
牛
の
健
康
状
態
の
把
握
や
病
気
や
け

が
の
早
期
発
見
、
ま
た
授
精
適
期
の
把
握

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続

き
ス
マ
ー
ト
畜
産
技
術
を
活
用
し
、
効
率

的
な
牧
場
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Q
V o i c e

鳴
め い の お

之尾牧場の乳用牛は
どこから来るの？

A 　

日
本
の
自
然
１
０
０
選
に
選
ば
れ
て
い

る
高
隈
山
の
南
西
中
腹
、
標
高
５
０
０
ｍ

の
地
に
県
内
唯
一
の
乳
用
牛
の
公
共
育
成

牧
場
で
あ
る「
市
営
鳴
之
尾
牧
場
」
が
あ

り
ま
す
。
雄
大
な
高
隈
山
系
を
背
景
に
、

青
空
と
の
対
比
が
美
し
い
ス
イ
ス
風
の
赤

屋
根
の
建
物
と
牧
草
地
が
あ
り
、
ま
さ
に

牧
歌
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

鳴
之
尾
牧
場
に
は
、春
と
秋
の
年
２
回
、

鹿
屋
市
を
中
心
と
し
た
酪
農
家
か
ら
生
後

６
～
12
か
月げ

つ
れ
い齢
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
メ

ス
の
子
牛
が
入
牧
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
広

さ
71
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
で
傾
斜
地
の
あ

る
牧
草
地
に
放
牧
す
る
こ
と
で
、
出
産
や

搾
乳
に
耐
え
る
足
腰
の
強
い
健
康
な
牛
に

育
て
る
こ
と
と
、
酪
農
経
営
の
育
成
部
門

を
鹿
屋
市
が
引
き
受
け
る
こ
と
で
、
酪
農

経
営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
牧
草
地
は
21
区
画
に
分
け
ら

れ
て
お
り
、
放
牧
さ
れ
た
子
牛
は
牧
草
を

食
べ
尽
く
す
２
～
３
週
間
お
き
に
区
画
の

赤屋根の建物は何の施設？

　牧場のシンボルとなっている赤いトンガ

リ帽子の施設は、研修館です。昭和41年に

鳴之尾牧場を開設した後の昭和60年、主に

畜産振興を目的

に、現地研修の

場とするため整

備したものです。

▲牛の足に装着した送信機

送信機から受信機へ毎時

間データを送信。 歩数情

報や発情開始時間などを

リアルタイムで把握


